
                 

 
 

 

新年度になり、1か月が経ちました。新入園児のお子さんも進級児のお子さんも環境が変わった中でも、保

育士や友達と楽しいことを見つけながら、少しずつ笑顔で遊ぶ姿が増えてきました。 

大岡山保育園の保育方針の中に「好奇心や探求心を育む」という文言があります。「知りたい」「聞きたい」

「見たい」「やってみたい」という子どもたちのあふれる思いに応えられるよう、年齢に合わせた環境を用意

しています。先日は陽気が暖かく、1、2歳児クラスが泥水遊びを楽しんでいたのでその様子をご紹介します。

たらいに水を入れて置いておくと、子どもたちは思い思いにたらいの中に手を入れたり、砂を入れたりし始め

ます。容器に水を入れて移し変えたり、それを地面にこぼしたり夢中になって楽しんでいます。ある子は自分

のバケツの泥水に手を入れ、その手を上に引き上げながら、自分の手のひらを眺めています。何に注目してい

るのかなと想像してみていると、再度同じことをしてまた手のひらを眺めます。それを繰り返すのです。どう

やら砂の粒が手につき、再度同じことをすると砂の位置が変わったり減ったりしている変化を楽しんでいる

ように見えました。まさに知的好奇心が芽生えていると感じた場面でした。自然から五感を通しての学びはと

ても大きいものと言えます。子どもの気づきに共感し、試すこと、探求することがより楽しいと思えるような

保育環境を考えていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

              

 

 

４グループに分かれてシーツ 1 枚分の大きなこいのぼりを絞り染めで作りました。こいのぼりの形のシー

ツにピンポン玉やビー玉を中に入れて輪ゴムで止めるのに苦戦しながらも「もっとやりたい」と布いっぱいに

絞りを作ります。中には「プールで染めるんでしょ？」と去年のぶどう組が作っていたのを覚えていて、次へ

の見通しを持ちながら参加している子もいました。保育士が作った色水にシーツを沈めると、割りばしでかき

混ぜたり、沈めて染めていきます。洗濯をして干し、色が付いたら、いよいよ止めている輪ゴムを外していき

ます。ある子が「わぁ、お花みたいな模様だね」と言うと、同じグループの子も「きれい」「小さい子にも見

せたい」と上手に染められたことが嬉しそうでした。出来上がったこいのぼりをさくらんぼ組やれもん組、他

のクラスの保育士たちにとみんなに見せて回り、満面の笑みです。空を泳ぐこいのぼりのように、大岡山保育

園のみんながのびのびすくすく大きくなりますようにと祈りを込めて飾りました。 

 

 

 

 

５月園だより 
令和 ６年  ５月 １日 

目黒区立大岡山保育園園長 

 

みんなでこいのぼりを作りました（ぶどう組） 

 

＜クラス懇談会＞ 

 

 ５歳児クラス        ２歳児クラス 

 ３歳児クラス        ０歳児クラス 

 ４歳児クラス        １歳児クラス 

 

時間：１６：３０～１８：００ 

場所：１階ホール  ※参加される際はスリッパ等をお持ちください。 



〈 ５月の予定 〉 

春の定期健康診断（０・１・２歳児） 

春の遠足（４・５歳児） 

春の定期健康診断（3・4・5歳児） 

ポニー教室（５歳児） 

中旬   田植え 

中旬   身体測定 避難訓練 

 

〈６月の予定 〉 

歯科検診（全園児） 

耳鼻科検診（３・４・５歳児） 

夏祭り（3・4・5歳児） 

眼科検診（全園児） 

プール開き（3・4・5歳児） 

中旬   身体測定 避難訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

進級前からルールのある遊びを楽しんでき

ましたが、進級してから新たに「毒リンゴゲー

ム」を始めました。毒リンゴゲームはボールを

毒リンゴに見立てて転がし、ボールに当たらな

いように逃げる遊びです。初めてのゲームにス

リルを楽しむ子もいれば、どんなゲームか分か

らず緊張して見ている子もいました。ある日園

庭に出ると、以前ゲームを見ていた子が「毒リ

ンゴゲームやりたい」と保育士や友達を誘って

きました。コート内でボールから逃げたり、外

野では保育士の真似をしてボールに毒を塗り

友達を追いかけたりと楽しんでいて、みんなの

遊んでいる様子をよく見ていたことが伝わっ

てきました。回数を重ねていくうちに、ボール

に当たって悔しがったり、勝ち残って喜んだ

り、いろいろな感情が表われています。そんな

気持ちを友達と共感し合いながら一緒に遊ぶ

楽しさを十分に感じていきたいと思います。 

４歳児 れもん組 

新しい生活に少しずつ慣れてきたので、ク

ラスで散歩に行き始めました。中学校近くで

遊んだ時には、桜の花びらが舞い、パンジー

の花や新緑に囲まれた中で、 気持ちよさそう

に走ったり、花を拾ったりしています。縁石

の所にある落ち葉をめくると、たくさんのダ

ンゴムシを発見しました。「ダンゴムシは葉っ

ぱが好きなんだよ」と手のひらに乗せた子が

いうと他の子も葉っぱの下を探し、みんなで

見せ合っていました。 

 保育園に帰ってから、部屋にあったダンゴ

ムシの絵本を見つけると、保育士の所に持っ

てきて食べ物のページを開き「石（コンクリ

ート）も食べるよ」「野菜も食べるんだ」とい

ろいろな物を食べることに驚いていました。 

 遊びの中で、「こんなの見つけたよ」「これ

はどうなっているんだろう」など子どもたち

が気が付いたり疑問に思ったりしたことを大

切にしながら、興味を広げていきたいと思い

ます。 

 

３歳児 さくらんぼ組 


